
















































































































行 い、 包 埋 後、 薄 切 し た。HE染 色、 特 殊 染 色（Azan,Elastica-
Masson , PAM ,PAS,VB-HE,鍍 銀 染 色 ）、 免 疫 組 織 化 学 染 色
（CAM5.2,CD5,CD10,CD19,CD20, CD31,D2-40,Vimentin）を行い従来
法で処理したパラフィンブロックと染色性を比較検討した。
[結果]未固定の組織 (3mm角以下)から、約90分で包埋処理が完了し
た。薄切、染色時間を含めHE標本作製は3時間以内で可能であった。
染色態度はHE染色、特殊染色、免疫組織化学染色のどれも診断を
行う上で支障のない結果だった。
[考察]従来法では、検体採取（生検検体）から、病理診断まで最短
で1.5～2日を費やしていた。今回検討したHista-GT（常光）を使用
する事により、検体採取日の同日に、病理診断が可能であることが
証明できた。迅速自動固定包埋装置は、緊急を要する病理組織診断
や、将来、病理ワンデイパソロジーの導入のために有用である。
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